
進化する融合型グローバル教育
～ニューノーマル時代における国際交流の新たなカタチ～

　甲南大学の国際交流の歴史は古く、1976（昭和51）年の「甲南・イリノイセンター」開設にさかのぼりま

す。同センターは、大学全学の教育研究、学習における国際交流を促進する「国際交流センター」に改組

され、外国語教育全般を担う機関として1994（平成6）年に開設された「国際言語文化センター」とともに

甲南大学の国際化を推進しました。また、2015（平成27）年より、国際社会で求められる「グローバル

人材」の素養の涵養を目的に、「融合型グローバル教育」を掲げ、国際交流の新拠点・グローバルゾーン

“Porte（ポルト）"の新設などをはじめ、グローバル教育の推進に努めてきました。

　現在、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、オンライン留学など新たな制度を設け、世界と

つながり学びたいという学生の意欲を後押ししています。今号では、これまでの国際交流の歴史を振り

返りつつ、ニューノーマルな時代に対応し進化する本学のグローバル教育の取り組みを紹介します。
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特集 「人生100年時代の学び」履修証明プログラムがスタート
重ねた経験が、学びの源泉に。
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自然に包まれ深呼吸。岡本発、ロング散歩のすすめ

甲南大学開学70周年記念行事のお知らせ

特集 「働く」を考える

学生の声を聞いてみました

変化していく就職することの価値観。
重要なのは、自らのキャリアについて、
主体的・能動的に考え行動すること
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History

イ
リ
ノ
イ
大
学
と
結
ん
だ
絆
を
始
ま
り
に

世
界
の
大
学
と
積
極
的
に
交
流
を
広
げ
る

歴史をひもとく

甲南の国際交流

1980

1990

2000

2010

20212021

19701970

1970
ジャンボジェット機
初就航

1976
国際交流の拠点となる「甲南・イリノイセンター」開設

1982
イリノイ大学（アメリカ）と

学生交換協定締結。
最初の長期留学生1名が同大学に留学。

「甲南－イリノイプログラム
（Year-in-Japan Program）」がスタート。

第1期留学生21名が来日。

1978
英語力の向上を目標とした
2か月間の短期留学プログラム
「甲南－イリノイ夏期英語講座」がスタート。
第1回の参加者27名が出発。

1990
国際交流センター設置

1994
国際言語文化センター設置
(全学の外国語教育を担う機関)

※内容は一部抜粋し掲載（当時の内容含む）。
　現在は上記内容を一部変更している場合があります。

1997
カールトン大学（カナダ）等と
交流開始

1999
ライプツィヒ大学(ドイツ）、
トゥール大学（フランス）等と交流開始

1998
ハワイ大学マノア校（アメリカ）との
夏期日本語短期集中講座開始

2001
 「国際言語文化科目」を開設

2005
漢陽大学校（韓国）と

交流開始

2006
「留学のための英語集中コース」が発足

奨励留学開始。欧米圏協定校拡大

東海大学・国立台北大学（台湾）、
北京郵電大学（中国）と交流開始

2009
短期留学体験型プログラム

「エリアスタディーズ」を立ち上げ

2011
厦門大学（中国）、
慶煕大学校(韓国）等と
交流開始

2018
留学生の送り出し数395名、
受け入れ数168名となり、過去最大数となる

2019
協定校留学先・13か国41校、
認定校（JSAFプログラム）留学先と合わせて155校に拡大

2016
認定校留学開始
認定校（JSAFプログラム）留学先拡大
ウイーバー州立大学（アメリカ）との交流開始

2015
国際交流の拠点

グローバル・ゾーン（Porte)を開設

2014
東義大学（韓国）との交流開始

2021
新たにオンライン留学制度を整備
9月より協定校等に限った留学（送り出し）を一部再開

2020
ウイーバー州立大学（アメリカ）と

ダブルディグリー協定締結

1971
日本マクドナルド
１号店・銀座で開業

1978
ディスコブーム

国際理解へのきっかけをつかむための夏期・春期休業期間を
利用した1～2週間程度の短期留学体験型集中科目。アジアや
欧米圏の国を対象にプログラムを実施しています。現地大学で
の講義や現地学生との交流、企業訪問等を通じて、国際社会
を多面的に体験できます。1年次から参加可能です。
※単位認定あり

エリアスタディーズ

2015
“Porte(ポルト)”とはフランス語で「扉」を意味します。多くの
学生が扉を開き、広い世界とつながってほしいという願いが
込められています。

グローバルゾーン“Porte”

夏期・春期休業期間を利用した、約2週間から1か月間の語学研修プ
ログラム。協定校で集中的に語学を学び、文化の授業やフィールドト
リップ、ホームステイや寮生活も体験できます。　※単位認定あり

海外語学講座

マードック大学（オーストラリア）、
リーズ大学（イギリス）、
ビクトリア大学（カナダ）、
ニューヨーク州立大学
バッファロー校（アメリカ）等と
交流開始

1990年代～ 協定校の拡大

イリノイ大学をはじめとするアメリカ各地の大学に所属する大学生が、日本での約9か月間のホームステイを通じて、日本の文化・
社会などの生きた姿を理解し、本学での諸活動へ参加することにより、相互交流を行うプログラム。留学生はホストファミリーと
寝食をともにし、交流を深めました。1978年には本学からイリノイ大学への短期留学プログラム「甲南-イリノイ夏期英語講座」
が開始されました。その後、イリノイコンソーシアムとして、イリノイ大学に加え、ハワイ大学マノア校・ピッツバーグ大学・アリゾナ
大学（いずれもアメリカ）が加盟校となりました。現在、「甲南-イリノイプログラム」は「甲南大学イヤー・イン・ジャパンプログラム
（Konan University Year-in-Japan Program）」と名称を変え、1976年以降現在に至るまで本学で運営を行っています。

1976「甲南－イリノイプログラム（Year-in-Japan Program）」がスタート

Column

法被姿でタラップからビートルズが来日し

たのは1966年、日本武道館で初のロック

コンサートは5公演で約5万人の観客を集

めた。また「ミニの女王」イギリスのファッシ

ョンモデル ツイッギーの来日はミニスカー

トの流行に拍車をかけた。

ビートルズにツイッギー、
海外文化がブームを起こす

Culture

日本人の海外渡航が自由化されたのは

1964年。当時発売されたハワイ9日間の

パック旅行が約36万円で、現在の物価に換

算すると約400万円と、いかに高額だったか

がわかる。このころ、金融機関には海外旅行

代金の積み立て預金があったほど。

海外渡航の自由化
高額!?だった海外旅行

World

60年代後半にアメリカの若者の間で生ま

れた“ヒッピー”ムーブメント。既成概念に

縛られた社会を否定する価値観は日本の

若者にも支持され、ファッションではベル

ボトムが流行。同じころ日本で初めてミニ

スカートが発売されブームに。

ヒッピー族にベルボトム
ミニスカートの流行

Fashion

「甲南－イリノイプログラム」の
ウエルカムパーティーの様子

1983年に行われた「甲南大学-イリノイ夏期英語講座」は報告書によ
ると、大阪国際空港（伊丹空港）から成田国際空港を経由して、アメリ
カへ出発。イリノイ大学への授業料や寮費など必要経費は日本円に
換算し、約35万円（当時1ドル=240円）に。ほかにも現地視察や観光
などの航空運賃や宿泊料は合算して約55万円ほどかかり、約2か月
間の滞在で約90万円だったそう。

思い出が凝縮された
「甲南-イリノイプログラム」の報告書
「Hitch Your Wagon to A Star」

1970年ころ 当時の日本社会は……。

留学生が集うあじさいるーむ。「あじさい」は神戸で
は「市民の花」として親しまれ、この名が付けられ
たと言われています。写真は3号館2階に国際交
流センターがあった時のもの。現在あじさいるーむ
は2号館1階のPorte内に設置されています。

あじさいるーむ

Pick up

Pick up

2017
国立聯合大学（台湾）と交流開始

2017度より外国人留学生
（正規留学生）受け入れ開始

2018年度は4名が入学

コロナ禍の影響により、留学中の学生に
帰国や渡航中止を指示。その代替として
オンライン版留学プログラムを提供

Pick up

Pick up

「甲南-イリノイプログラム」の授業風景
（1991年）
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グローバルゾーンの利用状況

交換留学生や留学経験のある学生と自由に
交流したり、英語によるアクティビティを通じ
て語学力の向上、異文化理解が促進できる岡
本キャンパスのグローバルゾーン“Porte（ポル
ト）”は、毎年延べ約10,000人前後の利用者
を数えます。2020年度は新型コロナウイルス
の拡大によりオンラインアクティビティへの
切り替えなどがあり減少しています。

学
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で
き
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に
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す
く
、

「
F
I
T
な
リ
ュ
ー
カ
ツ
」が
め
ざ
す
未
来
。
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タ
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視
野
に
入
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た

オ
ン
ラ
イ
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学
と
国
際
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流
プ
ロ
グ
ラ
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Presents

世
界
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、学
生
た
ち
の
海
外
留
学
や
学
び
の
場
に

も
大
き
な
影
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を
与
え
ま
し
た
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南
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の
状
況
を
ど
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よ
う
に
乗
り
越
え
た

の
で
し
ょ
う
か
。
中
井
学
長
に
、こ
れ
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で
の
歩
み
と
挑
戦
、さ
ら
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O
N
A
N
 

U
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N
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5

」が
見
つ
め
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未
来
に
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い
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話
を
伺
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ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た

甲
南
な
ら
で
は
の
融
合
型
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

現状に迫る

甲南の国際交流

コロナ禍においても海外との交流を絶やさず、
気軽に楽しめる国際交流を継続実施

オンラインでのイベントも充実新たにオンライン留学制度を整備協定校等に限った留学(送り出し)を一部再開
協定校が実施するオンラインでの短期語学プログラム（3～8週間程度）を新たに整

備しました。海外渡航が解除されても、日本で学ぶことを希望する学生や理系学部

の研究や課外活動などで時間的に制限のある学生にとっての新たな選択肢として

期待されています。また、エリアスタディーズや海外語学講座も渡航ができない代替

措置としてオンラインで実施しています。

ダブルディグリープログラム
経済学部では2020年度より、ウイーバー州立

大学（アメリカ）とのダブルディグリープログラム

を開始しました。このプログラムでは、1～2年次

は本学で学修し、3年次から同大学に留学する

ことになります。プログラムを修了し所定の要件

を満たせば、本学と同大学の両方で学士の学位

を取得することができます。

本学では、感染症危険情報レベル2以上の国・地域への渡航を一律に禁止すると

いう方針をとってきましたが、国内外でワクチン接種が進んできたことや、文部科

学省から大学間交流協定等に基づく海外留学プログラム等について、学生の安全

確保に万全を期することを前提として再開を認める通達があったことをふまえ、留

学（送り出し）一部再開にかかる新たな方針を2021年7月に策定しました。この方

針により、国や地域の感染状況・感染防止策を十分に把握でき、学生への支援体

制を取ることが可能な協定校等への留学（官民協働海外留学支援制度を含む）

は、渡航先が外務省感染症危険情報レベ

ル2以上であっても、個別の事情を考慮し

て判断することになりました。個々の協定

校の状況を確認したうえで、2021年度秋

出発より留学プログラムを一部再開して

います。

甲南大学 学長

中井 伊都子
なかい いつこ

※9月15日現在

国際交流の拠点「グローバルゾーンPorte」で実施している「LOFTアクティビティ」

は英語を使ってゲームをしたり、先輩学生の英語でのプレゼンテーションを聞いたり

して楽しく英語に触れる機会です。留学生はチューター、甲南大生はアシスタントと

して学生をサポートしています。新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、日本

で学ぶ留学生や現地で学ぶ留学生が途中帰国を余儀なくされたほか、緊急事態宣

言下で学内への立ち入りが制限されるなど難しい状況でしたが、すぐさまオンライン

での実施に切り替え、2020年度

は2708名が参加しました。ネイ

ティブ教員や留学経験者、語学に

堪能な学生らが国際交流の場を

支えています。

海外経験のある学部教員が「学部」×「グ
ローバル」をテーマに自身の経験を語るトー
クイベント。

協定校の学生と日本語を使ってゲームや日
本文化を紹介するなどオンライン交流会を
実施。

日本語Café Professor’s Café

甲南大生と留学生がペアになり、言語や文
化を教え合い、交流するプログラム。コロナ
禍においてはオンラインで実施。

ランゲージパートナー/Language Chat

甲南大生と協定校の学生がG l o b a l  
Citizenshipをテーマに意見交換し、お互い
の考え方や経験を共有することで異文化理
解力を育むワークショップ。

ミシガン州立大学連合日本センター協力の
もと、午前はアメリカ人学生との交流、午後
は英語力UPのアクティビティに取り組む3日
間のオンライン英語合宿。

LOFT English Camp KU International Student Workshop
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イ
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ラ
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合
で
長
期
滞
在
の
困
難
な
理
系
学
部
の
学
生
が
通
常
の
講
義

を
受
け
な
が
ら
海
外
の
大
学
の
授
業
を
体
験
で
き
た
り
、岡
本
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
西
宮
や

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
気
楽
に
参
加
で
き
た
り
と

数
々
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
い
て
も
渡
航
す
る
留
学
に
加
え
て
、場
所
や
時
間
に
よ
る
制
約
の

少
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
も
選
択
肢
の
一つ
と
し
て
活
用
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
・
向
上
に
役
立
て
る
方
針
で
す
。

　

甲
南
新
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン「K

O
N
A
N
 U
.V
IS
IO
N
 2025

」を
策

定
し
、「
融
合
型
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」は
、さ
ら
な
る
発
展
の
段
階
を
迎

え
ま
し
た
。中
長
期
留
学
に
現
地
学
生
と
と
も
に
専
門
科
目
を
受

講
す
る「
交
換
留
学
」、語
学
力
を
伸
ば
し
た
後
に
現
地
の
学
部
授

業
に
合
流
す
る「
語
学
プ
ラ
ス
交
換
留
学
」、最
短
3
か
月
か
ら
半
年

間
、語
学
を
中
心
に
学
ぶ「
奨
励
留
学
」に
加
え
、2
0
1
6
年
よ
り

本
学
独
自
の
協
定
校
に
、J
S
A
F（
日
本
ス
タ
デ
ィ・ア
ブ
ロ
ー
ド
・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）の
認
定
校
留
学
先
約
1
2
0
校
を
拡
充
し
、一

人
ひ
と
り
の
興
味
や
目
的
、能
力
に
応
じ
た
留
学
を
選
択
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、学
内
外
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

短
期
留
学
や
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
な
ど
を
充
実
さ
せ
、「
F
I
T
な

リ
ュ
ー
カ
ツ（
留
学
活
動
）」を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
F
I
T
」と
は
、「Flexible

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
）・Individual（
イ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）・Tim

ely

（
タ
イ
ム
リ
ー
）」の
略
で
あ
り
、段
階
別
留

学
制
度
の
も
と
、す
べ
て
の
学
生
が
自
分
に
合
う（
F
I
T
す
る
）留

学
の
カ
タ
チ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
こ
と
ば
で
す
。

　

ま
た
、外
資
系
企
業
や
海
外
の
大
学
院
進
学
な
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

進
路
を
め
ざ
す
学
生
を
対
象
に
ウ
イ
ー
バ
ー
州
立
大
学（
ア
メ
リ
カ
）

に
2
年
間
留
学
し
て
卒
業
要
件
を
満
た
せ
ば
、最
短
4
年
半
で
同
大

学
と
本
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
。現
在
は
、経
済
学
部
の
み
が
対
象
で
す
が
、順
次
、他
学
部

に
拡
大
す
る
方
針
で
す
。さ
ら
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ア
ー
ト
な
ど
特

定
の
領
域
を
学
べ
る「
専
門
ス
キ
ル
留
学
」（
仮
称
）も
実
現
に
向
け
て

準
備
中
で
す
。所
定
の
入
学
試
験
に
合
格
し
、本
学
で
学
位
を
取
得

す
る
正
規
留
学
生
も
少
し
ず
つ
数
を
伸
ば
し
各
学
部
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。学
び
を
止
め
ず
、現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
常
に
次
代
を

見
つ
め
て
甲
南
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
は
、こ
れ
か
ら
も
進
化
し
ま
す
。

　

本
学
は
、創
立
者
・
平
生
釟
三
郎
が
掲
げ
た
建
学
の
精
神「
世
界

に
通
用
す
る
人
物
た
れ
」に
基
づ
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

人
物
教
育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。他
大
学
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
国
際
系
学
部
が
存
在
し
な
い
の
も
、学
部
を
問
わ
ず
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。2
0
1
5

年
か
ら
は
、長
坂
悦
敬
前
学
長（
現
理
事
長
）の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、そ
の
理
念
を
さ
ら
に
明
確
化
し
て
推
進
。各
学
部
で
身

に
つ
け
る
専
門
知
識
を
柱
に
国
際
力
や
行
動
力
を
プ
ラ
ス
し
て

多
様
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る「
融
合
型
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
」を
目
標
に
掲
げ
、全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、全
学

の
外
国
語
教
育
を
担
う
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
、学
部
を
横
断

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
行
う
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の「
融

合
」も
図
り
、す
べ
て
の
学
生
が
世
界
と
出
合
え
る
環
境
と
機
会

を
拡
充
。そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
学
内
留
学
空
間
グ
ロ
ー
バ
ル

ゾ
ー
ン〝P

orte

（
ポ
ル
ト
）〞で
は
、留
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
む

中
で
外
国
語
を
学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

活
発
に
開
催
す
る
と
と
も
に
1
年
次
の
英
語
授
業
と
も
連
携
し
、

誰
も
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
な
が
ら
異
文
化
に
触
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
H
O
P
・
S
T
E
P
・
J
U
M
P
」の
段
階
別
留
学
制

度
で
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。学
内

で
留
学
生
と
触
れ
合
い
、言
語
や
文
化
を
教
え
合
う「
H
O
P
」に

始
ま
り
、1
週
間
か
ら
2
週
間
程
度
、海
外
を
訪
問
す
る「
エ
リ
ア

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」な
ど
短
期
留
学
に
参
加
す
る「
S
T
E
P
」を
経

て
、3
か
月
か
ら
最
長
2
年
間
の
中
長
期
留
学
に
挑
戦
す
る

「
J
U
M
P
」へ
…
。無
理
せ
ず
成
長
で
き
る
段
階
を
設
け
る
と
と

も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に「
K
O
N
A
N 

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー

テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
」の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
認
証
し
、一
人
ひ

と
り
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
融
合
型
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」の
今
に
迫
る

利用者数（推移）
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グローバルな舞台で活躍するゲストスピー
カーをオンラインで招待し、学生の将来や
キャリアのヒントを探るきっかけの場を提供。

グローバル★ツナガルCafé

05KONAN TODAY06 2021 Autumn



体験者の声

甲南の国際交流

Action
予定していた留学を断念せざるを得ない状況においても
意欲的に海外と交流する学生たち。その中から2人の国際交流の経験を紹介します。

コロナ禍でも環境に左右されず、意欲的に交流に取り組む

1
年
次
か
ら
学
内
留
学
を
満
喫
。

視
野
を
広
げ
、語
学
力
を
養
う

海
外
の
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
び
、

議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

台
湾
の
大
学
院
で
言
語
学
を
研
究
。

日
英
中
の
こ
と
ば
に
通
ず
る
人
に

［  オンライン学習ならではの成長も。卒業後は、台湾の大学院へ  ］
　

入
学
以
来
、グ
ロ
ー
バ
ル
ゾ
ー
ン〝P

o
rte

（
ポ
ル
ト
）〞を
活
用
し
、学
内
で
国
際
交
流
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。1
年
次
の
後
期
に
は
、

先
輩
に
勧
め
ら
れ
て
L
O
F
T
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。留
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
を
担
い
、英
語
に
よ
る
日
常
会
話

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
繰
り
返
し
挑
戦
し

ま
し
た
。お
か
げ
で
実
践
的
な
英
語
力
が
身
に

つ
き
、海
外
か
ら
の
留
学
生
と
も
物
怖
じ
す
る

こ
と
な
く
会
話
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。台
湾
の
留
学
生
と
出
会
っ
た
の

も
、こ
の
場
所
で
し
た
。一
緒
に
授
業
を
受
け
、

休
み
時
間
を
過
ご
す
う
ち
に
仲
良
く
な
り
、そ

の
友
情
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。2
年
次
の
夏

に
は
、台
湾
の
大
学
で
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
も

参
加
。第
二
外
国
語
の
中
国
語
を
学
ぶ
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、台
湾
に
つ
い
て
さ
ら
に

深
く
知
る
た
め
に
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
的
に
流
行
し
、3
年
次
で
の
台
湾
へ
の

交
換
留
学
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
が
っ
か
り
し
ま

し
た
が
、気
持
ち
を
切
り
替
え
て
国
際
交
流
科

目
「
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（J

o
in
t 

S
em
inar

）」を
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
す
る
こ
と

に
。授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、協
定
校

の
学
生
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。江
戸
時
代
の

自
給
自
足
生
活
を
テ
ー
マ
に
研
究
・
発
表
し
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
協
定
校
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
た
時
間
は
、想
像
以
上
に
有
意
義
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、中
断
し
て
い
た

L
O
F
T
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
活
動
も
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
再
開
。先
生
と
私
た
ち
ア
シ
ス
タ

ン
ト
が
一
組
に
な
り
、英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
後
、参
加
学
生
た
ち
と
日
常
会

話
の
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。実
際
に

顔
を
合
わ
せ
な
い
分
、参
加
者
の
発
言
を
引
き

出
す
質
問
を
心
掛
け
た
り
、伝
わ
り
や
す
い
表

現
を
工
夫
し
た
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
養
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。L
O
F
T
ア

シ
ス
タ
ン
ト
同
士
も
綿
密
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
向
上
す
る
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の
成
長
も
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
は
終
息
せ
ず
、4
年
次
で
の
交
換

留
学
も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。残
念
で
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
国
際
交
流
活
動
を
行
い
な
が

ら
将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
プ
ラ
ス
に
考
え
て
い
ま
す
。卒
業
後
は
、台

湾
の
大
学
院
に
進
学
し
、言
語
学
を
研
究
す
る

予
定
で
す
。こ
の
4
年
間
、学
科
の
専
門
的
な

授
業
と
L
O
F
T
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
の

活
動
を
通
じ
て
英
語
力
を
し
っ
か
り
と
養
い

ま
し
た
。台
湾
の
大
学
院
で
さ
ら
に
学
び
を
深

め
、日
本
語
を
含
む
3
言
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て

将
来
の
土
台
を
築
き
ま
す
。

経
営
学
の
学
び
と
留
学
を
両
立
で
き
る

恵
ま
れ
た
環
境
に
魅
力
を
感
じ
て

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、想
像
以
上
に

濃
密
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学

異
文
化
交
流
の
学
び
を
生
か
し
、

提
案
力
の
あ
る
営
業
職
へ

［  発見と学びの連続。ライブ授業とグループワークで異文化交流  ］
　

お
金
の
流
れ
を
通
じ
て
社
会
の
仕
組
み
を

知
り
た
い
と
考
え
、経
営
学
を
専
攻
し
ま
し

た
。甲
南
大
学
の
G
B（
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
）コ
ー
ス
は
、ビ
ジ
ネ
ス
を
多
角
的
に
学
び

な
が
ら
海
外
の
協
定
大
学
に
留
学
で
き
る
点

が
他
に
な
い
魅
力
で
す
。実
践
的
な
英
語
力
を

養
う
科
目
も
多
く
、1
年
次
か
ら
目
標
に
向
け

て
着
実
に
学
び
進
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し

2
0
2
0
年
春
、カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学

に
留
学
す
る
直
前
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
留
学
は
キ
ャ
ン
セ
ル
に
。

こ
の
日
の
た
め
に
入
念
な
準
備
を
し
て
き
た

だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、次
第
に

「
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
。自
分
を
見
つ
め
な
お

そ
う
」と
前
向
き
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
な
ど
就
職
活
動

も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。業
界
研
究
や
自
己
分

析
を
通
じ
て
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

は
何
か
を
探
り
始
め
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
6
月
、ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
付
属
語
学
学
校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学

し
ま
し
た
。受
講
期
間
は
4
週
間
。月
曜
か
ら
金

曜
の
午
前
中
、現
地
の
先
生
に
よ
る
ラ
イ
ブ
授

業
を
受
け
、中
国
な
ど
の
留
学
生
と
一
緒
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
ね
ま
し
た
。Z
o
o
m
の

ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
と
い
う
機
能
を
用
い

て
グ
ル
ー
プ
別
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
の

で
す
が
、ま
る
で
リ
ア
ル
な
授
業
の
よ
う
に
、先

生
が
頻
繁
に
回
っ
て
き
て
は
英
語
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
回
を
重
ね
る

ご
と
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
会
話
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
、社
会
背
景
や
価
値
観
の
異
な
る

海
外
の
留
学
生
と
語
り
合
う
面
白
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。食
料
廃
棄
問
題
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、現
地
の
ゲ
ス
ト
を
招

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
際
の
進
行
役
を
担

当
し
た
り
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
挑
戦
し
た

経
験
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、現
地
学
生
と
交
流
す
る
課
外
活
動
も
数

多
く
用
意
さ
れ
て
い
る
た
め
、楽
し
み
な
が
ら

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
が
養
え
る
最
高
の
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、第
一
志
望
の
自
動
車
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
営
業
を
担
当
し
ま
す
。私
に
と
っ
て

自
動
車
は
、家
族
や
友
人
と
過
ご
し
た
大
切

な
時
間
の
象
徴
で
あ
り
、幸
せ
な
記
憶
そ
の

も
の
。そ
ん
な
自
分
自
身
の
大
切
な
思
い
出

を
土
台
に
、商
品
と
し
て
の
車
を
売
る
の
で

な
く
、一
人
ひ
と
り
の
お
客
様
に「
車
の
あ
る

豊
か
な
暮
ら
し
」を
提
案
す
る
の
が
目
標
で

す
。オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
と
い
う
異
文
化
交
流

を
通
じ
て
、先
入
観
を
も
た
ず
に
他
者
の
意

見
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
や
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
よ
う
と
す
る
情
熱
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。こ
の
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
営
業

と
い
う
仕
事
や
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

文学部
英語英米文学科 4年次

国際交流科目
ジャパンスタディーズ

（Joint Seminar）
オンライン受講

橘内 毎歌さん

きつない　       まいか

経営学部 経営学科 4年次

オンライン留学
ブリティシュコロンビア大学

付属語学学校

原田 莉奈さん

はらだ　           りな
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